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づいて適切な手段を取捨選択することは重要です。
このことを常に意識するようになった行政評価局で
の経験は、私の中でひとつの軸となっています。

　現在、私は内閣人事局に出向し、行政組織の運
営の要となる幹部・管理職員のマネジメント施策の
企画立案を担当しています。職員の働き方に対する
意識や価値観が多様化する中で、政策課題の複雑
化・高度化も進展しており、組織成果を最大化する
ためには、組織の方針に沿って計画どおり業務を管
理する従来のマネジメントだけでなく、職員一人一
人の成長を加速させる人材開発や、組織力を高め
る組織開発の重要性が高まっています。人を活かす
プロフェッショナルとして時代に即したマネジメント
手法を開発・提供することが、現在の私のミッショ
ンです。

　総務省職員の活躍の場は、省内のみならず、内閣
人事局をはじめ内閣官房などにも広がっています。
その中で、「時代の変化や多様化する国民の価値

観・ニーズに向き合い、行政を望ましい姿に変えて
いく」というミッションは共通していると感じます。こ
うしたマインドを持つ方は、きっと総務省でやりが
いを持って働くことができるでしょう。　時代の変化や多様化する国民の価値観・ニーズ

を踏まえて課題を捉え、論理的に政策を立案するこ
とが、今行政に求められています。これまで私は総務
省本省、外局、出向先の内閣官房で様々な業務に携
わってきましたが、どれも「行政を望ましい姿に変え
ていく」ことにつながるものであったと感じます。

　前職の行政評価局では、EBPMの実践を後押し
するため、各府省と共同で様々な政策の効果検証
を実施しました。各府省はそれぞれ所管する事業
のプロフェッショナルではありますが、その政策プロ
セスにおいては種々の疑問を抱えています。行政評
価局は、そうした疑問に寄り添い、共に調査・研究
を行うことで、望ましい政策立案、望ましい政策実
施、望ましい政策評価・改善の浸透・定着を目指し
ています。私自身も調査設計やデータ分析を行うな
ど、効果検証のプロフェッショナルに近づけるよう
努めました。政策立案において、データ等を用いて
解決すべき課題を的確に把握し、論理的考察に基
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ら還元したいと日々模索しているところです。最近で
は省内の生成AI利活用などにも携わっており、資料
のアイデア出しや業務効率化のためのコード作成
など、日々の業務のベースに取り入れることで、自分
自身の業務改善にもチャレンジしています。

　前述の「計画的偶発性理論」によれば、偶発的な
出来事に柔軟に対応することや、チャンスに出会う
ために積極的に行動することが、新たなキャリアを
開くことにつながっていくそうです。環境変化が著し
く予測が難しい現代において、これを読んでいる皆
さんも、これまで予測不可能だった出来事を多く経
験しているでしょうし、この先もまだまだ想像を超え
る事態が様々あると思います。しかし、その中で柔
軟に対応し、新たな道を切り開くことが、よりよい国
家のOSを作ることにつながるのだと考えています。
総務省を皆さんの将来の選択肢に加えてもらえた
ら幸いです。

　皆さんは、「計画的偶発性理論」をご存知でしょ
うか。キャリアの8割は偶然の要素によって決定さ
れており、言い換えると、偶然の出来事がキャリア
形成において大きな影響を与えるという考え方だ
そうです。
　自分を振り返れば、入省以来思わぬ業務に携わ
ることもありましたが、「行政そのものや、国家公務
員の働き方を良くする」という点において、その当時
では思いもよらなかった知識が後になって役に立
つこともあり、それなりに一貫した仕事に関わらせ
てもらえてきたようにも思います。

　例えば１年目、行政管理局の総括係で行政手続
法や国のシステムに関する俯瞰的な知識を得たこ
とで、後に官報の電子化に関する法案の検討チー
ムに出向した際、かつての資料や当時の記憶などを
元にチームをサポートすることで、新しい法律の誕
生という貴重な場面に立ち会うことができました。
２、３年目に出向した内閣人事局で、人材戦略やタ
レントマネジメントなど官民共通の人事業界のホッ
トイシューに触れた経験は、総務省のDXと働き方
改革の両輪を担っている現在のポストでも、何かし
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